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会 議 録 

会 議 の 名 称 令和７年度第１０回美幌町義務教育学校開校検討委員会 

開 催 日 時 
令和８年３月２７日（金） 

１８時００分 開会  １８時５５分 閉会 

開 催 場 所 美幌町民会館３階 中ホールＡ 

出 席 者 氏 名 

【委員】１４名 

中川委員長、中山委員、西田委員、長岡委員、豊澤委員、澤田委員、 

寺崎委員、牛島委員、森委員、加藤委員、川添委員、吉田委員、 

佐々木委員、熊﨑委員 

【オブザーバー】 

 小室教育長 

欠 席 者 氏 名 
小林委員、伊藤委員、䭜委員、佐藤委員、大原委員、花田委員、 

佐々木委員 

事務局職員職氏名 

 中尾教育部長、高田学校教育課長、 

浅野社会教育課長兼スポーツ振興課長、菅図書館長、薮下指導主事、 

辻総務Ｇ主査、佐藤総務Ｇ主査、 

風間総務Ｇ主事、森谷学校教育Ｇ主事、長嶺学校教育Ｇ主事補 

議 題 

１ 開会 
２ 議事 
（１）開校準備委員会について 
（２）開校検討委員会の取組の成果について 
３ その他 
（１）教育委員会の体制について 
４ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

― 

傍 聴 人 の 数 
(会議を公開した場合) 

１名 

資 料 の 名 称 

〇議案 

〇資料番号１ 義務教育学校開校準備委員会ロードマップ（案） 

〇資料番号２ 開校検討委員会の取組の成果について 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全部記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

事務局 

  

  

中川委員長 

  

 事務局 

 

 

 

牛島委員 

  

 

 事務局 

 

 

 

 

 牛島委員 

 

 

事務局 

 

  

 牛島委員 

 

 

 事務局 

 

 

 

 

澤田委員 

 

事務局 

 

 

 

 

澤田委員 

 

吉田委員 

 

 

１ 開会 

（進行：中尾教育部長） 

 

２ 議事 

（以降、進行は中川委員長） 

（１）開校準備委員会について 

資料番号１に基づき事務局より説明 

 

（意見等） 

 地域連携部会のところに部活動地域展開があるが、義務教育学校との関連はどの

ようなものか。 

 

 今年度はサッカー、来年度は弓道が地域クラブに移行する。教育委員会としては

地域展開の体制が整ったところから実践に移していきたいと考えているが、今後の

地域展開をどのように進めていくかというベースも含め、地域連携部会でも検討し

ていきたいと考えている。 

 

 全国的に地域展開を進める動きがあり、北見市では最終的に学校から部活動が全

てなくなる方向で進めているが、美幌町も同じような方向性なのか。 

 

 全てなくすことは考えていない。子供たちの活動の場の継続を最優先に考えてい

きたい。 

 

 吹奏楽はクラブがないので、教育委員会と相談しながら将来の絵を描いていきた

い。 

 

 教育委員会としてもスポーツと芸術、両方の分野で考えていく必要があると思っ

ている。芸術はびほーるという立派な設備を有しており活用していきたい。ただ、

具体的な方向性はまだ決まっていない現状。いずれにしてもサッカーのように地域

が受け皿となるような取組を進めてまいりたい。 

 

 ５つの部会の具体的な構成は。 

 

 前回の会議で触れさせていただいたが、各部会７名以内で校長、教頭、教諭、町

民から構成したいと考えている。開校検討委員会に参画していただいている皆様に

もぜひ引き続き参画していただきたいと考えている。また、町民からの構成員は一

般公募も視野に入れている。 

 

 部会には子育て世代が入った方が当事者意識が生まれ良いと思う。 

 

 基本構想では教職員が６６名ということだが、義務教育学校へ移行する時の教職

員の配置はどのように決まるのか。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

  

 

 

 

 

 

澤田委員 

 

 

 

 西田委員 

 

 

事務局 

 

 

 

小室教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 移行時の在任期間を踏まえ、それぞれの異動の可否を検討することとなるが、最

終的にはオホーツク教育局が決めることとなる。人事協議は早いうちから教育局と

進めていく必要がある。 

 

（２）開校検討委員会の取組の成果について 

資料番号２に基づき事務局より説明 

 

（意見等なし） 

 

３ その他 

（１）教育委員会の体制について 

口頭で事務局より説明 

新年度から学校教育課内に「義務教育学校整備グループ」を新設する。主幹職１

名、主査職１名を配置し、主幹職は当面の間学校教育課長が兼務する。義務教育学

校の開校に向けた準備をこれまで以上にスピード感を持って進める。 

 

（各委員から） 

旭小ＰＴＡは令和８年度末をもって解散となる予定。開校準備委員会の地域連携

部会にＰＴＡの検討が入っているが、ＰＴＡのあり方そのものも含めて議論をお願

いしたい。 

 

先ほどの開校準備委員会の話で一般公募の話があったが、応募した方は希望する

部会を選択できるのか。それとも教育委員会が振り分けるのか。 

 

本人の得意分野などもあると思うので、なるべく本人の意向をくんだ配置とした

いと考えている。 

 

（閉会にあたって） 

 昨年５月に開校検討委員会を立ち上げ、１０回にわたり、皆様にはお忙しいとこ

ろご出席をいただき議論を重ねることができた。感謝申し上げる。また、当初の予

定どおり基本構想をまとめることができた。それも皆様からいただいた前向きなご

意見、ご提言あってのことであり、引き続き新年度に向け我々も準備を進めてまい

りたい。令和８年度から５年をかけて準備を進めていくが、ハード面の整備ももち

ろん大切だが、それ以上にどのような学校運営をしていくのか、子供たちが何を学

んで成長する場とするのかが大切だと考えており、本日の皆様からのご意見も含

め、皆様の思いを学校づくりに活かすことができるよう、教育委員会職員一同取り

組んでまいる。学校づくりは子供ファーストであり、子供たちが快適に学べる新し

い学校づくりのため、どうか引き続きご支援をお願いしたい。 

 

４ 閉会 

１８時５５分 閉会 

 


